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大
熊
町
長

渡
辺
利
綱

新
年
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
、
３
月
11
日
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
、
地
震
、
津
波
そ
し
て
原
子
力
事
故
に

よ
り
、
一
万
千
五
百
人
の
全
町
民
が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
未
曾
有
の
大
災

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
将
来
が
み
え
な

い
、
不
安
の
渦
巻
く
中
で
、
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
厳
し
い
現
況
か
ら
、

一
日
も
早
く
脱
出
で
き
る
よ
う
最
大
の
努

力
を
す
る
事
を
年
頭
に
改
め
て
誓
う
も
の

で
す
。

11
月
下
旬
、
町
内
２
カ
所
で
除
染
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
し
、

12
月
16
日
に
は
事
故
収
束
の
道
筋
と
し
て

示
さ
れ
た
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
完
了
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
懸
案
事
項
も
多
く
、
素
直
に

喜
べ
な
い
状
況
で
す
が
、
一
歩
ず
つ
で
も

前
進
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
迄
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
12
月
18
日
に
は
、
細
野
原
発
担
当

大
臣
始
め
政
府
の
関
係
閣
僚
が
来
県
し
警

戒
区
域
の
解
除
や
、
避
難
指
示
区
域
の
再

設
定
等
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

各
市
町
村
と
綿
密
に
相
談
を
重
ね
な
が
ら
、

３
月
末
を
目
途
に
線
引
き
の
見
直
し
を
行

う
内
容
で
し
た
が
、
大
熊
町
の
実
情
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
国
に
対
し
て
も
強
く
主
張

す
べ
き
は
主
張
し
、
町
民
の
皆
様
の
生
活

と
健
康
を
き
っ
ち
り
と
守
る
事
を
最
優
先

し
、
復
興
再
生
に
向
け
て
対
応
し
て
参
り

ま
す
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
私
達
町

民
は
大
熊
町
に
住
む
権
利
が
あ
り
ま
す
し
、

国
や
東
京
電
力
は
、
そ
の
環
境
を
つ
く
る

責
任
と
義
務
が
あ
り
ま
す
。
低
線
量
区
域

を
復
興
の
拠
点
と
し
、
住
め
る
環
境
づ
く

り
を
順
次
拡
大
し
な
が
ら
、
居
住
区
域
の

提
供
や
雇
用
の
確
保
を
始
め
教
育
環
境
の

整
備
等
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
大
熊
町
を
離
れ
る
決
断
を

下
さ
れ
た
皆
様
に
も
、
し
っ
か
り
と
し
た

支
援
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
遅
く
て
も
３

月
ま
で
に
は
大
熊
町
と
し
て
の
復
興
計
画

を
提
示
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
、
町
民
同
士
の
絆
も
大
切
に
し
、

こ
ん
な
時
こ
そ
気
持
ち
を
繋
げ
親
睦
交
流

を
深
め
る
よ
う
な
行
事
も
必
要
か
と
思
い

ま
す
。
明
る
い
話
題
の
提
供
が
あ
っ
た
り
、

希
望
の
沸
く
一
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達

も
不
慣
れ
な
土
地
で
学
業
や
、
ス
ポ
ー
ツ

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
皆
の
活
躍
に
元
気
、

勇
気
を
貰
い
励
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
進

路
や
進
学
の
面
で
御
苦
労
も
多
い
と
推
察

さ
れ
ま
す
が
、
目
標
達
成
の
為
に
奮
闘
し

て
く
だ
さ
い
。

重
ね
て
、
今
年
こ
そ
町
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
良
い
年
と
な
り
ま
す
様
ご
折

念
を
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

大
熊
町
議
会
議
長

千
葉
幸
生

全
町
民
が
避
難
状
態
に
あ
る
な
か
、
ま

た
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
ら
れ
た
年
が
明
け

た
新
年
で
あ
り
ま
す
の
で
、
お
祝
い
を
す

る
言
葉
は
慎
む
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

暦
の
節
目
で
も
あ
り
、
残
さ
れ
た
命
が
何

と
か
年
を
越
せ
た
こ
と
に
対
し
さ
さ
や
か

に
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る

な
ど
考
え
も
し
な
か
っ
た
、
仮
設
住
宅
や

借
り
上
げ
住
宅
で
の
生
活
、
あ
る
い
は
家

族
と
離
れ
、
さ
ら
に
は
福
島
県
か
ら
遠
く

離
れ
て
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
結

果
、
不
慣
れ
な
環
境
の
中
不
自
由
な
生
活

を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
先
の
見
え
な
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
事
実
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
希
望
を
持
ち
続
け
て
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

平
成
23
年
は
ま
さ
に
日
本
の
、
ま
た
世

界
の
歴
史
に
最
悪
の
こ
と
が
起
き
た
年
と

し
て
永
久
に
刻
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
年
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
震
源
地
に
生
活

社
会
を
築
い
て
い
た
私
た
ち
は
、
一
瞬
に

し
て
そ
の
歴
史
を
も
含
め
て
総
て
を
奪
わ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

町
行
政
も
未
曾
有
の
事
態
に
当
た
り
、

懸
命
に
町
民
の
支
援
及
び
災
害
に
対
応
し

て
参
り
ま
し
た
が
、
単
独
の
自
治
体
が
完

結
で
き
る
よ
う
な
規
模
で
は
な
く
、
県
・

国
、
全
国
の
自
治
体
、
数
多
く
の
団
体
の

物
心
両
面
か
ら
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
こ
こ
ま
で
乗
り
切
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

し
か
し
試
練
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
養
育
・

教
育
、
療
養
中
の
方
へ
の
支
援
、
高
齢
者

介
護
、
雇
用
の
問
題
、
そ
し
て
大
熊
町
に

残
し
て
あ
る
我
々
の
財
産
、
何
よ
り
も
今

後
に
対
す
る
不
安
等
課
題
は
数
多
く
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
は
自
治
体
の
存
立
に
関
わ
る
問

題
と
し
て
、
除
染
計
画
や
廃
炉
に
関
わ
る

問
題
、
警
戒
区
域
の
見
直
し
や
復
興
計
画
、

帰
還
に
向
け
た
諸
々
の
実
行
計
画
、
も
し

く
は
帰
還
で
き
な
い
区
域
に
対
す
る
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

で
あ
り
ま
す
。

本
町
議
会
は
昨
年
11
月
に
選
挙
が
執
行

さ
れ
新
体
制
で
臨
ん
で
お
り
ま
す
。
自
ら

の
議
会
活
動
の
刷
新
を
図
り
、
皆
様
の
ご

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
町
民
代
表
の
自
覚
の

も
と
、
皆
様
方
の
目
線
で
議
員
一
丸
と
な

り
町
勢
復
興
に
立
ち
向
か
う
覚
悟
で
あ
り

ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
指
導
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
共
に
こ
の
厳
し
い

状
況
を
乗
り
越
え
、
皆
様
が
笑
顔
で
迎
え

ら
れ
る
日
の
来
る
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

強
い
意
志
で
復
興
に
臨
む
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お知らせ

子ども手当振り込み口座の変更について
先日お送りしました「子ども手当認定請求書」

で今回振り込み口座を変更される方は下記の点に

ご注意ください。

(1) 必ず、「請求者」の欄に記載されている方の

口座にしてください。

(2) 変更後の通帳のコピーを添付してください。

(金融機関、支店名、口座番号、名義が確認で

きるページのコピー)

※口座番号記載の誤りや振り込み口座にお子様の

口座を記入している事例が多数みられます。

なお、お子様の口座を指定された場合はお振り

込み出来ませんのでご了承ください。

【お問い合わせ先】保健福祉課福祉係

生活必需品セット申請終了のお知らせ

大熊町からのキッチンセット、浴室セット、ふ

とんセットの申請が、平成24年1月31日をもちまし

て終了になります。

まだ申請をしていない方は、所定の様式にて期

日までに申請をお願いします。

※お届け日については、1月以降の指定も可能です。

【お問い合わせ先】産業課

新成人のみなさまへのご案内
【２０歳から国民年金】

○日本に住む２０歳から６０歳未満のすべての人

は国民年金に加入し、保険料を納めることが義

務付けられています。国民年金は、老後の生活

保障だけでなく、万が一、病気やケガで障害が

残ったときや、一家の働き手が亡くなったとき

など、あなたやあなたの家族を守ってくれます。

ただし、加入の届出や保険料の納め忘れがある

と年金が受けられないこともありますので、

「あの時に…」と後悔する前に、国民年金の加

入手続きを行いましょう。

※加入手続きは、町役場の国民年金担当係または

年金事務所へお尋ねください。

※２０歳前に就職して厚生年金等に加入中の方は、

加入手続きは不要です。

○学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な

方は、「学生納付特例」や「若年者納付猶予」

など保険料の支払いが猶予される制度がありま

すので、国民年金の加入手続きと併せて申請し

てください。学生納付特例の申請をされる際に

は、在学証明書もしくは学生証の写しが必要に

なりますので、ご注意ください。

○公的年金制度では、すべての制度に共通して使

用される基礎年金番号が用いられています。国

民年金や厚生年金保険に加入すると基礎年金番

号が記載された年金手帳が交付され、加入記録

や保険料の納付状況などがこの番号で管理され

ます。年金手帳は、年金に関する手続きの際に

必要となりますので、大切に保管してください。

【お問い合わせ先】住民課国保年金係

東日本大震災等の体験、記録、教訓等を募集

しています

福島県では、次の世代に継承していくことを目

的として、東日本大震災の体験、記録(ホームビデ

オや携帯電話等に記録された映像など)、教訓等を

募集しています。

ご協力いただける方は、下記の連絡先あてに電

話、FAXまたはメールにより連絡をお願いします。

ご提供いただく情報については、改めて日時等に

ついてご相談、ご連絡の上、収集を行います。

なお、体験、教訓等については、お話しいただ

いている状況を映像として収録し、収集すること

になります。

【お問い合わせ・連絡先】

福島県歴史資料館 電話 024-534-9220

E-mail: office@history-archives.fks.ed.jp

大熊町健康増進施設の施設利用券を払い戻し

ます

大熊町健康増進施設では、当施設発行の利用券

(400円)の払戻を行います。

◆受付期間

平成24年1月16日(月)～2月15日(水)

(土・日・祝日を除く）

◆払戻窓口

大熊町役場会津若松出張所 企画調整課

◆払戻方法

・印鑑と利用券を窓口までご持参ください。

・遠方の方は利用券を郵送していただき、代金

を振り込むことも可能です。

※郵送を希望される場合には、払戻申請書を送

付しますので、企画調整課までお電話くださ

い。

【払戻窓口・お問い合わせ先】企画調整課
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ふるさとふくしま暮らしサポートミーティン

グが開催されます
12月より、福島県外に避難された皆さまへ、地

元の情報をはじめ、皆さまの暮らしに関する情報

などをご提供したり、雇用や各種申請などに関す

るご相談ができる「暮らしサポートミーティング」

が開催中です。

皆さまへのご説明とご相談を、同じく福島県か

ら参ります暮らしサポート相談員がお受けしてい

く予定ですので、ぜひお越しください。

※入場無料・予約不要

※大熊町からも職員が参加しますので、ご相談く

ださい。(1月8日一関市開催を除く)

◆暮らしサポートミーティング主なプログラム

○国・福島県からのお知らせ

○各市町村からのお知らせ

○個別暮らしサポート相談

○雇用に関するご相談

○就職支援窓口のご紹介、県外巡回相談会のご

案内など

※司法書士への相談も無料！

・原発補償金に関する説明、情報提供

・その他法律相談

◆1月の開催日程・場所

【お問い合わせ先】

暮らしサポート事務局

電話 024-526-0577

(暮らしサポートミーティング専用ダイヤル)

道県 日時 会場

北海道
函館市 1月28日(土)

13:00～15:00
函館市勤労者総合福祉セ
ンター サン・リフレ函館

札幌市 1月29日(日)
13:00～15:00

札幌市民ホール

青森県
青森市 1月28日(土)

13:00～15:00
青森市文化会館

八戸市 1月29日(日)
13:00～15:00

八戸地域地場産業振興セ
ンター ユートリー

岩手県
一関市 1月8日(日)

13:00～15:00
一関市総合防災センター

盛岡市 1月9日(月)
13:00～15:00

アイーナ・いわて県民情
報交流センター

宮城県 仙台市

1月7日(土)
13:00～15:00

仙台国際センター
1月10日(火)
18:00～20:00

新潟県
新潟市 1月14日(土)

13:00～15:00
新潟駅前カルチャーセン
ター

新発田市
1月15日(日)
13:00～15:00

新発田勤労者総合福祉セン
ター サン・ワークしばた

神奈川県 横浜市

1月20日(金)
18:00～20:00

横浜市技能文化会館
1月21日(土)
13:00～15:00

「ふるさと絆情報ステーション」が開設され

ました
福島県では、民間借上げ住宅等に入居されてい

る皆さまに、最新の市町村情報などを提供すると

ともに、情報交換や交流の場としてご活用いただ

ける「ふるさと絆情報ステーション」を県内の大

型スーパーなど11カ所に開設しました。

◆ふるさと絆情報ステーション設置店舗

【お問い合わせ先】

福島文化振興課 電話 024-521-7179

特定非営利活動法人うつくしまNPOネットワーク

設置市町村 店名 業務時間帯

福島市

ヨークベニマル
野田店 10:00～20:00

コープふくしま
コープマートやのめ 10:15～20:00

ダイユーエイト
福島黒岩店 10:00～20:00

郡山市

ヨークベニマル
安積町店 10:00～20:00

ヨークベニマル
富久山店 10:15～20:00

イオンリテール
イオン郡山フェスタ店 10:00～20:00

いわき市

ヨークベニマル
大原店 10:15～20:00

ヨークベニマル
谷川瀬店 10:00～20:00

イオンリテール
イオンいわき店 10:00～20:00

会津若松市

リオンドール
神明通り店 10:00～20:00

コープあいづ
COOP BESTA にいでら 10:15～20:00

福島地方法務局からのお知らせ
福島地方法務局訟務部門および人権擁護課は、

平成24年1月16日(月)から下記所在地へ移転となり

ますので、お知らせします。

なお、ご不明な点がありましたら、福島地方法

務局総務課(電話 024-534-1111)までお問い合わせ

ください。

記

郵便番号 960-0103

所 在 福島市本内字南長割1-3

福島地方法務局分室内

訟務部門 電話 024-534-1976

人権擁護課 電話 024-534-1994
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ハローワーク会津若松から出張相談のお知らせ

ハローワーク会津若松では、専門職業相談員が

皆様の職業生活全般に係る出張相談を実施します。

◆時 間 午前9時30分～12時

◆出張相談日程表

◆相談内容

・求人情報提供および職業相談

・職業訓練情報提供および相談

※1月24日のみ会津労働基準監督署が同行します

◆震災特別相談窓口

◇窓口対応時間

火曜日～木曜日 午後1時～4時

◇場 所

西分庁舎(ハローワーク会津若松道路向い)

◇相談内容

就職相談

※水曜日は社会保険労務士による「年金相談」

「社会保険相談」もできます。

【お問い合わせ先】

厚生労働省福島労働局

ハローワーク会津若松(被災者支援対策窓口)

電話 0242-26-3444(直通)

月 日 施設名

1月 5日(木) 大熊町役場会津若松出張所
2階会議室

1月10日(月) 松長近隣公園仮設住宅集会所

1月11日(水) 河東学園仮設住宅集会所

1月12日(木) 大熊町役場会津若松出張所
2階会議室

1月16日(月) 扇町1号公園仮設住宅集会所

1月17日(火) 城北小北仮設住宅集会所

1月18日(水) 亀公園仮設住宅集会所

1月19日(木) 大熊町役場会津若松出張所
2階会議室

1月23日(月) 東部公園仮設住宅集会所

1月24日(火) 一箕町長原地区仮設住宅集会所

1月26日(木) 大熊町役場会津若松出張所
2階会議室

1月30日(月) 河東学園仮設住宅集会所

1月31日(火) 扇町1号公園仮設住宅集会所

あなたの生活サポートします！
特定非営利活動法人 西会津地域活動支援セン

ターでは、避難されているご高齢の方を対象に生

活サポート業務を開始します。

どんな小さな事でもお気軽にお問い合わせくださ

い。

◆例えばこんなとき・・・

・買い物、病院へ行くのに付き添いがほしい・・・

・話し相手、茶飲み友達がほしい・・・

・散歩の道案内をしてほしい・・・

・観光名所を案内してほしい・・・

※12月29日～1月9日の期間は休みとなります。

※サポート期間は3月末までです。

【お問い合わせ先】

特定営利活動法人 西会津地域活動支援センター

電話 0242-36-6102

日本行政書士会連合会からのお知らせ
あなたの街の法律家「行政書士」が、今後の暮

らしや事業に関する悩み事など、幅広く相談に応

じます。

◆相談内容

・行政手続 ・被災自動車抹消

・原子力損害賠償請求作成支援

・相続・遺言に関すること

・外国人の在留手続

・許認可手続 など

お気軽にご利用ください

※予約不要 相談無料

※対面・電話相談随時

【お問い合わせ先】

日本行政書士会連合会

被災者相談センター 福島事務所

(郡山市駅前二丁目10-13サンコービル1Ｆ)

電話 0800-800-3200(フリーダイヤル)

受付時間10：00～16：00

(毎週月曜日及び年末年始(1月4日まで)を除く)
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昭和46年4月～47年3月生まれで昭和62年

(1987年)に大熊中学校を卒業された皆さんへ

同窓会開催に向けて、連絡先を確認しています。

『こんな状況だからこそ、みんなで集まりたい！』

との声も多数寄せられています。皆さんの避難先状

況などを確認し、平成24年の5月連休頃、厄流しを

兼ねての同窓会を開きたく計画を進めたいと思いま

す。

こちらをご覧になった同級生の皆さん！下記メー

ルアドレスまで連絡を頂けますでしょうか？また、

ご家族の方、お友達などいらっしゃいましたらこの

件をお伝え願えれば幸いです。

一人でも多くの笑顔に会えることを願っています

お名前、メールアドレスと、差し支え無ければ電

話番号、避難先住所(都市名のみでOKです)をお知ら

せ下さい。同窓会に参加・不参加関係なく、ご連絡

をお待ちしております。詳細が決まりましたらメー

ルにてご連絡を差し上げます。

【連絡先】

幹事代表：栃本祥子

okumachu1987@gmail.com

○こちらのメールアドレスよりご連絡を差し上げま

すので、携帯電話の方は受信可能設定をお願い致

します

○連絡先は同窓会の連絡のみに使用し、一切他のこ

とには利用しないことをお約束いたします

大熊町成人式

昨年の1月9日、大熊町成人式が行われ、114人の

新成人が大人の仲間入りをしました。

新成人たちは懐かしい友人や恩師と語り合い、

大切なこの日を写真に納め、新たな思い出として

いました。

町民掲示板
茨城県避難者コミュニティーを立ち上げます！

現在茨城県には、約400人の大熊町民が避難して

います。そこで、茨城県避難者のコミュニティー

を立ち上げ、復興のためみんなで情報交換等して

いきませんか？

ご賛同頂ける方の連絡をお待ちしています。

【連絡先】

茨城県日立市金沢町

野田朋弘

電話 090-8423-5608

E-mail:tomohiro-n@higashi-t.com

親睦を深め、絆を強めた同級会 久々の再会

に感激の涙

3・11の東日本大震災と福島第一原発事故以降、

多くの仲間が住み慣れた土地を離れ、全国に散ら

ばりましたが、有志による呼びかけで久々に同級

会が開催されました。12月10日(土)～11日(日)、

神奈川県のリゾートホテル「マホロバ・マインズ

三浦」に27名が顔を揃えました。なかには39年ぶ

りに再会した仲間もいて、話は夜通し尽きません

でした。

大熊町長をはじめ、女優の秋吉久美子さん、講

談師の神田香織さん、ラジオパーソナリティの椎

名由紀さんなどから激励のメッセージもいただき

ました。

多くの人に支えられている喜びを感じながら、

大熊中学校の後輩へ私たちの想いを寄せ書きとし

て贈ることにしました。次回は来年、いわき市で

開催する予定です。

(昭和46年度卒大野中学校同級会)


